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研究成果の概要（和文）：本研究は，[1]東日本大震災の被災地である福島県相双地方の方言を記録・保存する
ために，可能な限り多数の方言データを収集し，相双方言の基礎的，総合的な記述を進めるとともに，[2]被災
地域の地域復興と方言継承に資するため，被災地小中学校の授業で活用しうる方言学習プログラムの策定を目指
すことを目的とする。
研究期間中に，[1]相双地方の避難指示が解除された地域を訪れ，方言の自然談話を多数収集した。[2]またこの
資料を活用し，被災自治体の教育委員会とも連携を図りながら相双地方の子供たちが地域方言について学ぶため
の学習プログラムを策定した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to collect as many dialect data as possible in order to 
record and preserve the dialects of the Soma and Futaba district in Fukushima Prefecture, which was 
affected by the Great East Japan Earthquake.It aims to create a basic and comprehensive description 
of the Soma and Futaba dialect.
The purpose of this study is also to develop a dialect learning program for elementary and junior 
high schools in the affected areas.
During the study period, we visited the area where the evacuation order was lifted in Soma and 
Futaba district, and collected many natural discourse in dialect. Using these materials, we 
developed a learning program for children in the Soma and Futaba district to learn about regional 
dialects in cooperation with the education boards of the affected municipalities.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東日本大震災と東京電力原発事故により，福島県相双地方の多くの自治体では，地域コミュニティの存立自体が
危ぶまれ，同時にその方言についても急速な衰退が懸念される。本研究では危機的な状況に陥った相双方言を可
能な限り記録し，後世に継承する手立てを考えた。加えて，方言調査を企画して学生らとともに避難指示解除地
域を訪問することは，当該地域の交流人口拡大につながり，さらに震災以降旧知の方々との交流の機会が減って
しまった高齢の方々の傾聴支援ともなりうる。本研究は，このように方言データの収集活動自体を，被災地支援
の一助として位置づけることをも企図したものである。
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1.研究開始当初の背景 

周知のとおり，東日本大震災は福島県にも甚大な被害をもたらした。研究開始当初の 2015
年においてもなお，12 万人以上の方々が県内外で不便な避難生活を余儀なくされていた。とり
わけ東京電力原発事故によって避難を強いられた相双地方の自治体は，当時，帰還の見通しが
立っていないところも多く，地域コミュニティの存立自体が危ぶまれ，同時にその方言につい
ても急速な衰退が懸念されるところであった。避難指示が解除され，住民帰還が始まった地域
でも，高年層を中心に自宅へ戻る方が見受けられるようになった一方で，なお様々な原因で(と
りわけ若い世代の)帰還が進まず，地域における方言の継承という点では他の避難区域と同様の
問題を抱えていた。もともと共通語化の影響で変容しつつあった相双方言ではあるがこの震災
を機に危機的な状況に陥りつつあった。 
東日本大震災の被災地においてどのような方言研究がなされているか，東北大学方言研究セ

ンター(2012)には被災 5 県の方言研究論文(含書籍)リストが掲載されており，それによれば福島
県の相双地方，特に双葉郡の方言については，言語地理学的調査やグロットグラム調査など方
言分布，言語変化に関する研究は一定存在するものの，伝統的な方言の様相を精緻に記述した
研究はほとんど行われていない状況にあった。上記のような方言の危機的状況を考慮した場合，
当該地方の伝統方言に関する基礎的な資料収集と記述研究が喫緊の課題となっていた(小林隆
ほか 2012)。 
こうした状況に鑑み，本研究の研究代表者は，2012 年度以降，文化庁からの事業委託を受け，

福島県内被災地の方言談話資料を収集する調査に取り組んできた(福島大学国語学研究室 2014
ほか)。しかしながら被災地が広域に及ぶため，すべての地域の方言について十分な量の方言談
話資料を収集するには至らず，さらなる調査の継続が必要であると感じていたところであった。 

2.研究の目的 

1.のような背景のもと，本研究では以下の 2 点を目的に設定した。 

[1]東日本大震災の影響で地域コミュニティの維持に困難が生じている福島県相双地方(相馬，
双葉地方)方言の記録・保存に向けて，可能な限り多数の方言談話資料を収集する。またそ
の資料をもとに当該方言の基礎的，総合的な記述を進める。 

[2]上記資料のアーカイブ化を進めるとともに，被災地域の地域復興と方言継承に資する方言
資料の活用方策を検討する。具体的には被災地小中学校の授業で活用しうる方言学習プロ
グラムの策定を目指す。 

3.研究の方法 

2.の目的達成に向け，以下について計画した。 

[1]相双地方の方々が避難されている県内各地の仮設住宅等を訪問し，方言の自然談話収集の
ための調査を行う。調査は関与型傍受法によって行う。複数のインフォーマントに様々な
話題について自由にお話しいただき，その音声を収録する。その資料をもとに，適宜補充
調査を行いながら相双方言の分析・記述作業を進める。 

[2]また[1]の資料を活用し，被災自治体の教育委員会とも連携を図りながら相双地方の子供た
ちが地域方言について学ぶための学習プログラムを策定する。 

4.研究成果 

2.に示した目的[1]について。本研究を開始した 2015 年度以降，避難指示の出された地域にお
いて，指示の解除が進み，住民の帰還が始まった。とはいえ，避難指示が解除されても，当然
のことながら一斉に帰還が進むというものではない。自治体全体が避難したため，病院や金融
機関などの生活インフラが整わず，また，避難の長期化によってすでに新たな生活基盤が別の
地域で形成されてしまっているという事情もある。 
こうした背景のもと，住民帰還の呼び水としてまずは地域の交流人口拡大に向けた教育旅行

誘致等を目指すという地元の計画が示された。この地域ニーズを踏まえ，2016 年度以降は避難
指示が解除された自治体(川内村，田村市都路地区，広野町，楢葉町等)を訪問し，方言談話収
集の調査を実施した。これは，被災地の方言データを収集すると同時に，活動自体を被災地支
援の一助に位置づけることをも企図したものである。 
調査によって多数の方言資料を収集することができたが，被災地域は広範囲におよび，デー

タはなお十分とは言い難い。2019 年度からあらたに継続課題について科研費の助成を受け，調
査を継続しているところである。 
目的[2]については，現職の福島県小学校教員である研究協力者の助力を受け，避難指示区域

のひとつである，南相馬市小高中学校において方言教育実践を行った。この実践は本研究開始
以前に，福島市内の小学校で予備的に実施した方言教育実践を発展させたものである。上記の
「避難指示解除地域における方言調査活動」とともに，その成果をそれぞれ研究論文としてま
とめ，現在刊行に向けて準備を進めている。 
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